


 
        

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↓街並みのイメージ図 

≪H1 ゾーン≫  
 ランドマークの形成（シンボル性の高い施設
整備）  
・大型 MICE 施設との連結、マ

リーナやビーチへの動線確保 
・ランドマークとなるシンボル

性の高い宿泊施設整備 

≪H2,H3 ゾーン≫  
 魅力的なウォーターフロントとなる水辺・集
客空間の創造  
・低層部には、マリーナとの一

体性を演出するレストランや
カフェ、土産物屋等を備えた
宿泊施設整備 

≪H3-T ゾーン≫  
 利便性の高い交通拠点の形成（交通ネットワ
ーク）  
・那覇方面及び東海岸地域内の交通結節点としての交

通ターミナル機能を備えた宿泊施設整備 

アジアと日本を結び世界から選ばれるビジネス＆リゾートサンライズ MICE エリア 
 琉球のスピリチュアルな空間でインスピレーションを創出する  

 
≪マリンサイド≫ 
 緑の骨格の形成（緑のネットワーク）  
・サンライズパス、ブル

ーパスとの連結により
エリア内を快適に回遊
する空間の創出 

・沖縄在来の植栽等によ
り日影が連続する歩行
空間等の整備 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
≪タウンサイド≫ 
 地域の交流拠点の形成（交流のある地域軸）  
・MICE 施設等の賑やかな空間の緩衝帯 
・ブルーパスと連結した散策空間の演出 

 
 

■空間形成の考え方（素案） 
１．水と緑に囲まれた心地よい眺望空間形成 
２．緑を感じ水辺を楽しめるリゾート回廊空間形成 
３．伝統文化と創造が交差するビジネスリゾート交流空間形成 
４．満足度を高く維持する MICE エリアの形成 

 
 眺望拠点の形成（遠景デザインの眺望）  ・与那原バイパスからのアクセスを意識し、遠景からのシンボルとなるデザイン 

・防波堤突堤を視点場とした運玉森の稜線を確保するための施設配置 
 

 
 

大型 MICE 施設周辺 

↑海側（防波堤付近）からの運玉森の稜線を確保する 

↓運玉森の頂上から久高島方面（海側）の眺望に配慮する 

眺望視点場 

親水視点場 

マリンタウン MICE エリア全体のデザインコンセプトと空間形成の考え方（素案） 

大型 MICE 施設 

・大規模展示会やコン
サート、国際会議が
可能な大空間の整備 

デザインコンセプト（素案） 

 
 親水ネットワーク拠点の形成 

（親水ネットワーク）  
≪シーサイド≫ 
・海沿いの散策路、快適に朝日が望める場の

設置 
・景観阻害要因(ﾃﾄﾗﾎﾟｯﾄ等)を視覚的に隠す施

設整備 
 
 
 
 
≪ウォーターウェイサイド≫ 
・親水性のある散策路の整

備 
・カヤック等の活用による

賑わいの創出 
 

ブルーパス 

 
 拠点間の連結により変化のある眺望を楽し

む回廊空間演出  
・運玉森や海などの変

化のある眺望、朝日
が望める場の設置 

・交流や賑わいが創出
できる広場空間の設
置 

 

サンライズパス 

グリーンパス 
 
 水辺空間の創造  
・全天候型、ファミリーで

も楽しめるショールー
ム、遊園地等の整備 

 夜間空間の創出  
・夜間に光の軸を形成 
・ライトアップやイルミネー

ションによる夜の賑わい
創出 

 

３ ４ 

ホテル・商業施設等 
（H1,H2,H3,H3-T ゾーン） 

 
 魅力的なユニークベニューとなる集客空間の
創造  
・植物園や水族館、観覧車など

の集客施設の整備 
・ビーチハウスやカフェなどの

歩いて楽しめる施設の整備 

 
 MICE から創出される交流拠点の形成（創造
を生み発信する交流空間）  
・人の交流を生み出す広場

空間 
・屋外空間と屋内空間の動

線的・視覚的・空間的な
つながり 

 

緑地空間（G1,G2 ゾーン） 

マリーナ・ビーチ・娯楽施設等（M ゾーン） 

集客施設（S ゾーン） 

↓海辺に面する屋内空間からは、半屋

外空間を通して海側の眺望景観を

確保し、屋内外の見る・見られるの

関係を意識する 


